	円は縁で○になる「働きとお金」とは？


経営とは―方針を定め組織を整えて、目的を達成するよう持続的に事を行うこと。家庭や会社を営むこと。

（三省堂大辞林・第二版）

真理を一生かけて探究(探求)し、自分と家族、職場、身内、地域などを成り立たしめること　(高木善之さん参考)

経済（economy）とは―人間社会における生産・分配・流通・消費等の活動をめぐる関係性の総体をいう。
· 経済とは「世の中を治め、人民を救うことを意味する経世済民（若しくは経国済民）の略」。

· economy 　"economy"は古典ギリシャ語の οικονομία(家政術)に由来する。
· 伝統経済(Traditional economy)、市場経済 (Market economy)、指令経済(Command economy)計画経済とも…。
· 地域や国のよりよいあり方は、常に検証する必要がある。
働くとは
· 「人」が「動く」と書き、端（はた）の人を楽（らく）にすること。
· 報酬のある仕事、報酬に関わらないことでも、自分を生かして体を動かし、真心を喜んで受け取ってもらえるようにすることで生活が成り立つ。

· 心持は三忽三行
· 人を助ける心、お役に立つ心があれば人としてちゃんと生きていける。

· 実質はどんな形であれ、精神的に夫婦そろって朝早く起き、正直で、よく働けば、自ずと幸せになれる。

· まず夫婦で心をあわせ、親子孫・家族で一家一族を経営する。

· 「売り手よし・買い手よし・世間よしの“三方よし”(近江商法)」の精神の中で働く(ける)。

お金とは

· この世を物質的に生きるための道具。程よくあればよい。囚われない。「人生は夢と健康とＳＵＭマネー」

· 人は粗末にしたものに困る。人を粗末にすれば人に泣き、物を粗末にすれば物が不足する。お金も一円を粗末にすれば一円が足りなくて困ることがおきてくる。

· お金を粗末にせず執着しないで使うのと、お金を粗末に扱って粗末に使うのとは違う。お金に執着して使わないのも問題あり。
· 分相応に程よく努力して働き（端ハタ　楽ラキ）、まず人に喜んでもらうと「米・味噌・醤油」が買え、人・友だちがついてきて、衣食住が整う。行きたいところにも行ける。

· ストレスや心配事をため込んで医薬にお金を使うくらいなら､先に健康で暮らせるようにお金を使う｡

· お金で解決できることはお金で解決する。

· お金は喜んで使う。出し惜しんでは入ってくるものも入ってこられなくなる。支払は早く。借りた後で返せるお金は早く返す。

· 無理にお金をもらっても、結局は使いたくないことでお金を使うことになる。

· お金は血液。血液が循環して皆が潤い、活きる。グローバル化より、地産地消。自給自足
· 物、金、体さえも（天＝神からの）借り物。自分の思い通りにはならない。魂以外の一切全ては借り物。生きている間に生きたお金を使って、最後は全てを置いて魂一つになって、体は死んで出直していく。

· お金のために霊性を貶めてはいけない。悪魔のささやきに耳を貸したり、責任を感じすぎて過労になったり、地獄行きのお金に惑わされないように気をつけ、日々心のホコリを祓っていく。

· 「禾」+「ム」で「公」に対する「私」

· 「禾」（いね、穀物）＋「家」で「穀類を植えること」、「稼ぐ」。⇔「儲ける」

人と人とをつなぐ道具。活かし方、使い方を知る。ちょっと「円」を生かすと「縁」ができて○になる。

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方　幸せ研究所

知多クリック内　http://www.chitac.com/　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2008.6.20
















